家庭内役割が子どもに及ぼす影響とその関連要因に関する調査研究 : マレーシアとの国際比較からみた日本における特徴 by 樋渡 由貴 & 遠矢 浩一



























































































































































































マレーシア人学生が日本人学生よりも有意に得点が高いこと（それぞれ t（91.1） = 12.17, p < .001 ; t 
（127.5） = 2.69, p = .008 ; t （127.9） = 5.79, p <.001）が示された （Table.3）。
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Mean SD Mean SD
家族の介護は家族がおこなうべきである 3.92 0.41 2.70 0.68 91.1 12.17**
子どもは年上の人の意見を優先すべきである 2.68 0.92 2.29 0.72 127.5 2.69*
きょうだいの間では、兄や姉の意見を優先すべきである 2.76 0.92 1.90 0.78 127.9 5.79**










ょうだいの間では兄や姉の意見を優先すべきである」の項目で主効果がみられた（それぞれF （4, 42.4） = 







本）群のそれぞれの得点と比較して有意に高いこと（それぞれp =.038 ; p =.005）が示された（Table.4）。
イスラム教(N =37) 仏教(N =34) キリスト教(N =11) 仏教(N =26) その他(N =24)
きょうだいの間では、兄や姉の意
見を優先すべきである





**=p  < .001  *=p  < .05
家族の介護は家族がおこなうべ
きである








主効果がみられた（それぞれF（2, 25.0） = 10.37,  p = .001 , MSe = 1.03 ; F（2, 24.8） = 10.13,  p = 





p =.003 ; p =.001）が示された（Table.5）。
きょうだいなし(N =10) 2人(N =46) 3人以上(N =77) F値 多重比較
**=p  < .001  *=p  < .01
きょうだいの間では、兄や姉の意見を優先
すべきである
1.70 2.04 2.68 10.13* 3人以上＞なし、2人*
Table.5 家族観に関する質問項目のきょうだい数別平均値






で主効果がみられた（それぞれF（2, 78.7） = 13.34,  p < .001 , MSe = 1.01 ; F（2, 74.4） = 4.01,  p = 
.022 , MSe = 1.01）。一方、「子どもは年上の人の意見を優先すべきである」の項目では主効果はみられな
かった。Holm法による多重比較から、「家族の介護は家族がおこなうべきである」の項目では、出生順位
が３番目以降の群（M = 3.85）の得点が、最年長の群（M = 3.15）と２番目の群（M = 3.33）のそれぞ
れの得点と比較して有意に高いこと（それぞれp <.001 ; p =.010）が示された。また、「きょうだいの間で
は兄や姉の意見を優先すべきである」の項目では、出生順位が３番目以降の群（M = 2.82）の得点が、最
年長の群（M = 2.21）の得点と比較して有意に高いこと（p =.012）が示された（Table.6）。
最年長(N =48) 2番目(N =42) 3番目以降(N =33) F値 多重比較
**=p  < .001  *=p  < .05
きょうだいの間では、兄や姉の意見を優先
すべきである
2.21 2.41 2.82 4.01* 3番目以降＞最年長*
Table.6 家族観に関する質問項目の出生順位別平均値
家族の介護は家族がおこなうべきである 3.15 3.33 3.85 13.34** 3番目以降＞最年長**3番目以降＞2番目*
　要ケア家族の有無（有・無）を独立変数とした対応のない t 検定を行ったところ、「きょうだいの間では
兄や姉の意見を優先すべきである」の項目において、ケアを要する家族がいる群（M = 2.92 , SD = 0.86）
がケアを要する家族がいない群（M = 2.33 , SD = 0.96）よりも有意に得点が高いことが示された（t （15.4） 













生よりも有意に得点が高いこと（それぞれt（127.9） = 3.52, p = .001 ; t （136.7） = 5.53, p < .001 ; t 
（101.5） = 4.89, p <.001 ; t （120.6） = 5.16, p < .001 ; t （118.6） = 2.64, p =.010 ; t （114.5） = 12.27, 
p < .001）が示された （Table.7）。一方、「自分の部屋以外（他の人の部屋、おふろ、トイレなど）のそう
じをする」の項目では、有意な差はみられなかった。
Mean SD Mean SD
自分の部屋をそうじする 2.83 0.85 2.32 0.82 127.9 3.52*
家族の食事を作る 2.24 1.00 1.44 0.70 136.7  5.53**
家族の食事の後かたづけをする 3.40 0.82 2.56 1.12 101.5  4.89**
家族のために買い物をする 2.70 0.90 1.88 0.95 120.6     5.16**
家族の衣類の洗たくや整理をする 2.69 1.01 2.20 1.11 118.6     2.64*
お母さんまたはお父さんの職業を手伝う 2.74 1.05 1.12 0.46 114.5   12.27**
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　性別（男性・女性） を独立変数とした対応のない t 検定を行ったところ、「家族の衣類の洗たくや整理を
する」の項目において、女性群（M = 2.63 , SD = 1.05）が男性群（M = 2.03 , SD = 1.13）よりも有意





の５つの項目で主効果がみられた（それぞれF （4, 47.5） = 4.12,  p = .006 , MSe = 1.04 ; F  （4, 46.9） = 
9.00,  p < .001 , MSe = 1.04 ; F  （4, 47.5） = 6.69,  p < .001 , MSe = 1.04 ; F  （4, 47.4） = 8.05,  p < 







それぞれの得点と比較し有意に高いこと（p = .015 ; p = .008）が示された。「家族の食事の後かたづけを
する」の項目では、イスラム教（マレーシア）群と仏教（マレーシア）群のそれぞれ得点が、仏教（日本）




れた（p < .001 ; p = .014 ; p < .001 ; p = .013）。「お母さんまたはお父さんの職業を手伝う」の項目では、
イスラム教（マレーシア）群と仏教（マレーシア）群、キリスト教（マレーシア）群のそれぞれ得点が、仏
教（日本）群とその他（日本）群のそれぞれの得点と比較し有意に高いこと（ps < .001）が示された （Table.8）。
イスラム教(N =35) 仏教(N =34) キリスト教(N =11) 仏教(N =26) その他(N =24)
自分の部屋をそうじする 2.97 2.58 3.00 2.42 2.17
家族の食事を作る 2.43 2.06 2.46 1.46 1.38
家族の食事の後かたづけをする 3.49 3.38 3.46 2.39 2.67
家族のために買い物をする 2.74 2.77 2.46 1.69 2.00
お母さんまたはお父さんの職業を
手伝う



















31.6） = 15.08,  p < .001 , MSe = 1.02 ; F （2, 23.5） = 5.51,  p = .011 , MSe = 1.03 ; F （2, 24.8） = 
6.33,  p = .006 , MSe = 1.03 ; F （2, 26.4） = 7.94,  p = .002 , MSe = 1.03 ; F （2, 29.3） = 21.82,  p < 






群のそれぞれの得点と比較して有意に高いこと（それぞれp = .006 ; p <.001）が示された。また、「家族の
食事の後かたづけをする」、「家族のために買い物をする」の項目では、きょうだいが３人以上いる群が、２




意に高いこと（それぞれp = .001 ; p <.001）が示された（Table.9）。
きょうだいなし(N=10) 2人(N =47) 3人以上(N =84) F値 多重比較
家族の食事を作る 1.30 1.51 2.21 15.08** 3人以上＞なし*、2人**
家族の食事の後かたづけをする 2.70 2.70 3.30 5.51* 3人以上＞2人*
家族のために買い物をする 2.5 1.96 2.58 6.33* 3人以上＞2人*
家族の衣類の洗たくや整理をする 1.6 2.78 2.7 7.94* 3人以上＞なし*
お母さんまたはお父さんの職業を手伝う 1.3 1.43 2.51 21.82** 3人以上＞なし*、2人**




ぞれF （2, 83.6） = 3.38,  p = .039 , MSe = 1.01 ; F （2, 81.3） = 3.66,  p = .030 , MSe = 1.01）。その他
５つの項目では主効果はみられなかった。Holm法による多重比較から、「家族のために買い物をする」、「お
母さんまたはお父さんの職業を手伝う」のどちらの項目でも、出生順位が3番目以降の群の得点が最年長の
群の得点と比較して有意に高いこと（それぞれp =.030 ; p =.033）が示された（Table.10）。
最年長(N =50) 2番目(N =43) 3番目以降(N =38) F値 多重比較
家族のために買い物をする 2.10 2.40 2.66 3.38* 　3番目以降＞最年長*
お母さんまたはお父さんの職業を手伝う 1.88 2.05 2.53 3.66* 　3番目以降＞最年長*
Table.10 手伝いの頻度に関する質問項目の出生順位別平均値













が日本人学生よりも有意に得点が高いこと（それぞれt （125.2） = 3.57, p = .001 ; t （94.6） = 2.29, p = 
.024 ; t （122.3） = 11.70, p <.001）が示された（Table.11）。一方、その他４つの項目では、有意な差は
みられなかった。
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Mean SD Mean SD
家族の食事を作る 1.54 1.22 0.81 1.18 125.2  3.57*
家族のために買い物をする 1.54 0.84 1.12 1.22 94.6     2.29*
お母さんまたはお父さんの職業を手伝う 1.78 1.08 0.16 0.52 122.3   11.70**




　性別（男性・女性） を独立変数とした対応のない t 検定を行ったところ、「家族の食事を作る」「家族の衣
類の洗たくや整理をする」の項目において、女性群が男性群よりも有意に得点が高いこと（それぞれt （62.9） 
= 3.18, p = .002 ; t （44.9） = 2.75, p = .009）が示された（Table.12）。その他５つの項目においては、
有意な差は見られなかった。
Mean SD Mean SD
家族の食事を作る 0.71 0.97 1.39 1.28 62.9  3.18*
家族の衣類の洗たくや整理をする 1.19 1.3 1.91 1.17 44.9     2.75*
*=p  < .01
Table.12 手伝いによる疲労に関する質問項目の性別平均値




の職業を手伝う」の項目で主効果がみられた（それぞれF （4, 49.9） = 3.37, p = .016 , MSe = 1.04 ; F  （4, 




群が、仏教（日本）群とその他（日本）群よりも有意に得点が高いこと（ps < .001）が示された （Table.13）。
イスラム教(N =35) 仏教(N =34) キリスト教(N =11) 仏教(N =26) その他(N =24)
家族の食事を作る 1.70 1.46 1.55 0.92 0.71
お母さんまたはお父さんの職業を
手伝う










人親の群（M = 2.42 , SD = 0.90）が、両親ありの群（M = 1.89 , SD = 1.19）より有意に得点が高いこ
とが示された（t （28.7） = 2.30, p = .029）。その他６つの項目においては、有意な得点の差はみられなか
った。
　きょうだい数（きょうだいなし・２人・３人以上）を独立変数とした１要因分散分析を行ったところ、「お
母さんまたはお父さんの職業を手伝う」の項目で主効果がみられた（F （2, 29.1） = 26.06, p < .001 , MSe 
= 1.02）。その他６つの項目では主効果はみられなかった。Holm法による多重比較から、「お母さんまたは
お父さんの職業を手伝う」の項目では、きょうだいが３人以上いる群（M = 1.59）の得点が、きょうだい
なし群（M = 0.30）と２人きょうだいの群（M = 0.40）のそれぞれの得点と比較して有意に高いこと（そ
れぞれp = .001 ; p <.001）が示された。
　きょうだいの出生順位（最年長・２番目・３番目以降）を独立変数とした１要因分散分析を行ったところ、
















の項目において、日本人学生がマレーシア学生よりも有意に得点が高いことが示された（t （105.9） = 3.72, 
p <.001）。また、「家族がよろこんでくれたから」「家族の役に立っていると感じたから」の項目においては、
マレーシア人学生が日本人学生よりも有意に得点が高いこと（それぞれt （100.7） = 2.25, p = .027 ; t 
（98.9） = 3.06, p =.003）が示された（Table.14）。一方、その他３つの項目では、有意な差はみられなか
った。
Mean SD Mean SD
家族に頼まれたから 2.84 0.83 3.45 1.03 105.9  3.72**
家族がよろこんでくれたから 3.15 0.91 2.72 1.21 100.7     2.25*
家族の役に立っていると感じたから 3.06 0.87 2.50 1.19 98.9     3.06*
**=p  < .001  *=p  < .05
Table.14 手伝いをした理由に関する質問項目の国籍別平均値
マレーシア(N =81) 日本(N =58)
df t値
　性別（男性・女性） を独立変数とした対応のない t 検定を行ったところ、「家族に頼まれたから」の項目
において、男性群（M = 3.50 , SD = 1.32）が女性群（M = 2.98 , SD = 0.80）よりも有意に得点が高い
ことが示された（t （38.1） = 2.11, p = .041）。その他５つの項目においては、有意な差は見られなかった。
　宗教（イスラム教（マレーシア）・仏教（マレーシア）・キリスト教（マレーシア）、仏教（日本）、その他
（日本））を独立変数とした１要因分散分析を行ったところ、「家族に頼まれたから」「家族がよろこんでくれ
たから」の項目で主効果がみられた（それぞれF （4, 45.5） = 3.80, p = .010 , MSe = 1.04 ; F  （4, 44.9） 




ぞれp < .001 ; p =.026）が示された （Table.15）。
イスラム教(N =35) 仏教(N =34) キリスト教(N =11) 仏教(N =26) その他(N =24)
家族に頼まれたから 2.97 2.68 3.09 3.27 3.65





**=p  < .001  *=p  < .05
Table.15 手伝いをした理由に関する質問項目の宗教別平均値


















自分がストレスを感じることがあった」の項目において、日本人学生（M = 2.35 , SD = 1.34）がマレー
シア学生（M = 1.63 , SD = 0.68）よりも有意に得点が高いことが示された（t （76.2） = 3.73, p <.001）。
一方、その他５つの項目では、有意な差はみられなかった。




ることがあった」の項目で主効果がみられた（F （4, 45.4） = 4.42, p = .004 , MSe = 1.04）。一方、その
他５つの項目においては、主効果はみられなかった。Holm法による多重比較から、「（手伝いを）したこと
で自分がストレスを感じることがあった」の項目においては、仏教（日本）群（M = 2.42）が仏教（マレ
ーシア）群（M = 1.50）よりも有意に得点が高いことが示された（p =.007）。





「（手伝いを）したことで自分がストレスを感じることがあった」の項目で主効果がみられた（F （2, 83.3） 
= 14.32, p < .001 , MSe = 1.01）。一方、その他５つの項目においては、主効果はみられなかった。Holm
法による多重比較から、「（手伝いを）したことで自分がストレスを感じることがあった」の項目においては、
最年長群（M = 2.14）と出生順位が2番目の群（M = 2.16）が、出生順位が３番目以降の群（M = 1.41）
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Research on children’s role in their family
－Characteristics of Japanese children to compared with Malaysian children－
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Abstract
The purpose of this study is to clarify the psychological effects of children’s role in their family. As for 
the role in their family focusing on “helping housework” and “care of siblings”, to make sure focusing on 
the frequency and reason for it, as well as the fatigue and other effects that arise from it, it is also considering 
and the effect of family type and cultural background. A questionnaire survey is conducted based on an 
international comparison with Malasia. As a result, it was shown that some characteristics of Japanese 
children.First they do less helping housework than Malaysian children. Second the reason why they help is 
respond to demands of their family. Third they are easy to perceive as stress when they do it.
Keyword：children’s role in their family, housework, psychological impact
